
次回
７月26日
の
例会

★12：30点鐘
★東山荘
★５大奉仕委員長

ロータリーは分かちあいの心

第2000回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／18：00
●ロータリーソング／それでこそロータリー
●内　　　容／前会長幹事慰労会
　　　　　　　並びに新会員歓迎会
　　　　　　　親睦委員会、ガバナー補佐挨拶

●会員誕生日
　７月19日　勝又　誠君
　７月22日　渡辺　巌君
　７月24日　勝又英男君

　梅雨の最中にあって、ひときわ、映えるものがあります。それはアジサイの花です。

いま、色・紫の彩りが、見ごろです。

１．ロータリーの報告

　７月５日、前年度親睦活動委員会の反省会があり、親睦の必要性と楽しさを確認しあうことができまし

た。１年間、誠に、お世話になりました。

２．話のさんぽ道

　今日は、国際ロータリーのテーマについて学んでみましょう。

　ＲＩテーマ「ロータリーは分かちあいの心」について、ウィルフリッドJ.ウィルキンソンＲＩ会長は、

やさしい言葉ではありますが、実に意味深い思いを語っています。私たちは、"ＲＩ会長の思い"に少しで

も理解をふかめたい。これはロータリアンとしての務めであり、志を同じくするクラブ・人としての思い

やりです。

　私たちは、このＲＩテーマについて、特別な行動をすることよりも、今までどおり、ロータリーに前向

きに取り組むという、基本姿勢を保ち続けることで良いと思います。すなわち、私たち会員は、自分の

もっているものを惜しげもなく捧げあい分かちあう。そこには、おのずから友情と親睦がふかまるととも

に、奉仕の心が育ちます。やがて、「分かちあいの心」は、幅ひろい奉仕活動を求められるようになり、

ロータリーから地域社会に、また周りの人たちへと広がるでしょう。

　ロータリーには、「分かちあい」のための最良の時間・最適な集いの場として、毎週１回のクラブ例会

があります。この有意義な例会を、大切にしようではありませんか。
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第１回 週報 1967.６.１週報
の変
遷
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第1000回 週報 1987.４.23週報
の変
遷



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫

第2620地区
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出 席の 報 告 メ ー プの キ ッャ6
28

7
12

ス マの イ ル7
12

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 59名 54名 91.53％ 100.00％

井上　元君・根上眞一君・大森清治君・高村繁男君
山崎伊久雄君

６月22日

６月29日

裾 野

裾 野

芹澤　正明君

梶原　一正君

７月３日

７月４日

沼 北

長 泉

大森　清治君

神谷　高義君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（５名）

■体の方は大分ガタガタが出てきましたが、頭のほうは余り惚けないで７月10日に満80歳を迎えることが出来ました。

　これもロータリーの皆さんとの交流のお陰と感謝しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　生野　旭君

ク
ラ
ブ
協
議
会
第１回

クラブ協議会報告
●各委員会活動計画書に沿って説明を行う。

質疑及び検討された主な事柄
●遅刻、早退時の出席扱いについて。
●クラブ会報の方向性について。
●富士山クリーン作戦雨天時の対応について。
●例会、親睦会（会長・幹事慰労会、一泊例
　会等）及びその他の会合において、ＳＡＡと
　担当委員会との関係について。

ＳＡＡ　内海宣彦君ＳＡＡ　内海宣彦君

お誕生日おめでとうお誕生日おめでとう 芹澤正明君芹澤正明君

幹事報告幹事報告
望月　茂君望月　茂君

出席報告出席報告
勝又　厚君勝又　厚君

スマイル報告スマイル報告
豊山　篤君豊山　篤君皆出席　林　由行君・長田吉弘君・水口正宏君皆出席　林　由行君・長田吉弘君・水口正宏君ＳＡＡ　内海宣彦君

お誕生日おめでとう 芹澤正明君

幹事報告
望月　茂君

出席報告
勝又　厚君

スマイル報告
豊山　篤君皆出席　林　由行君・長田吉弘君・水口正宏君


